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図２ 「そらシリーズ」の現地試験における多収性（2021～2023年）

現地圃場でのコンバイン収穫による収量評価で標準品種対⽐125％以上の多収性を確認した。

図１ 大豆主要生産国との単収比較
⽇本の⼤⾖単収は世界平均の約６割で、主要⽣産国との単収の差は拡⼤傾向にある。

極多収⼤⾖品種群「そらシリーズ」の育成
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研究の⽬的・背景等
⼤⾖の⾃給率は⾷品⽤に限っても２割程度であり、需要の多くを輸⼊に依存しているため、

⾷料安全保障の観点から⼤⾖の⾃給率の向上は喫緊の課題である。⼀⽅、⽶国の平均単収は⽇
本の約２倍と⾼い⽔準にあるものの（図１）、⽶国品種は主に搾油⽤として育成されているこ
とから、国産⼤⾖の主⽤途である⾖腐の加⼯適性に影響するタンパク質含有率が低い傾向にあ
る。そのため、⽇本品種が有する優れた⾖腐等への加⼯適性と⽶国品種が有する多収性を兼ね
備えた品種の育成が国内において求められた。

研究の概要
収量が⾼い⽶国品種と加⼯適性が⾼い⽇本品種との交配から、収量が既存品種に⽐べ25％以

上⾼く（図２）、⾖腐加⼯に利⽤できる（表１）⼤⾖品種「そらシリーズ」（「そらひびき」
「そらみずき」「そらたかく」「そらみのり」）を育成した。現地実証試験等の結果から「そ
らひびき」は東北南部〜北陸、「そらみずき」は関東〜近畿、「そらたかく」は東海〜九州北
部、「そらみのり」は東海〜九州が栽培適地で、東北南部から九州の幅広い地域での多収品種
の作付けが可能になった（図３）。いずれの品種も⽶国品種等に由来する葉焼病抵抗性や難裂
莢性を有している。これら「そらシリーズ」品種の普及が進むことで、国産⼤⾖の安定供給や
⾃給率向上に貢献することが⾒込まれる。

図３ 「そらシリーズ」の栽培適地
「そらシリーズ」4品種で本州のほとんどの地域での栽培を
カバーしている。括弧内は関東で栽培した場合の早晩性。

そらひびき（早⽣）
栽培適地︓東北南部〜北陸

そらたかく（中晩⽣）
栽培適地︓東海〜九州北部

そらみずき（中⽣）
栽培適地︓関東〜近畿そらみのり（晩⽣）

栽培適地︓東海〜九州

表１ 「そらシリーズ」を原料とした豆腐加工適性試験

⾖乳抽出率（⾖乳の歩留まり）は「フクユタカ」と遜⾊ない。
⾖腐の破断強度（⾖腐の硬さ）は「フクユタカ」よりやや柔らかい。




